●名古屋支部　　　　　　2019年7月13日(土) 14:00～16:30
会場：名古屋市西生涯学習センター　第1集会室
参加者：吉田孝次、伊賀正夫、長谷部孝男、今枝優、浅井香代、貞永幸代、小林美樹、木村達也（8名、内会員6名）　
　主な話題：
　　1. 岩本彗星　C/2018 Y1 について　 (今枝)
　　　　2018年12月19日に徳島県阿波市の岩本雅之さんによって発見された彗星です。　2019
　　　年07月13日現在、太陽から2.5(AU)、地球から3.2(AU)の距離でペルセウス座にあり明
　　　け方低空に16等ぐらいで見えています。
　　　　「彗星と星間物質」(地人書館　藪下信 編)　及び「彗星」(恒星社恒星閣 中村士、山
　　　本哲夫 著) に放物線軌道から出発してN回周回後に太陽系に残っている確率と、平均周
　　　期の式があり、仮に岩本彗星の周期を当てはめると110～120回程軌道を周回したことに
　　　なります。　太陽系に残っている確率は5％程になります
　　2. 光軸修正実施　(長谷部)

　　　　C-11の光軸修正をしました。　木星を撮影してみましたがシーイングが違いますので

　　　どうでしょうか。

　　3. 「はやぶさ2」リュウグウ探査中!/東京大学 宇宙惑星科学機構 橘省吾教授　(長谷部)　
　　　　6月9日に開館20周年・市制65周年記念講演会として蒲郡市「生命の海科学館」で開かれました。　小学生からかなり高齢の方までが対象で60の席がほぼ満席でした。　約一時間、対話的な話し方で素人や子供にも判りやすい説明手法でした。
　　4. 「名古屋大学星の会」総会・講演会「はやぶさ2」が明らかにした小惑星リュウグウの　
　　　　姿　JAXA 岩田隆浩 准教授　(長谷部)

　　　　水の検出をするためのNIRS3(近赤外分光機)の製作を担当されました。　現在得られてるデーターでは、衝撃を受けた隕石・熱変性(500℃)を受けた隕石に近いスペクトルであるとのことです。　
　　5. 「星雲遭遇による白亜紀の大寒冷化と大量絶滅」天文月報2018年2月号　(長谷部）
        日本スペースガード協会 二村徳宏氏の記事です。　白亜紀末期の大量絶滅の原因としては現在の主流の説は巨大隕石の衝突ですが、古生物学者の中には、それ以前から多くの種の減少があり疑問を呈する方もいます。　星間分子雲中を太陽系が通過することによる太陽エネルギーの減少による寒冷化が原因ではないか?とするのが本説です。　詳しいことは日本天文学会のHPで「天文月報」のバックナンバーで見ることができます。　
　　6. 篠木四ツ谷地区社会福祉協議会主催「夏の星の観察会」　(長谷部)

　　　　8月10/11日に地区社協主催で「夏の星の観察会」を実施予定です。 曇・雨天対応と
　　　して「はやぶさ2」の話題も予定しています。　
　　7. 撮ってみました　(伊賀)
　　　　星と火星の接近　　　　　17.5′程に接近した様子です。
　　　　太陽黒点2744　　　　　 新周期に入ったような感じです。
　　8. 甲骨文の月食3　乙酉月食　(伊賀)
　　　　甲骨文にある月食で、紀元前1881年11月25日の皆既月食と考えられます。　この月食は日本では全経過が見られました。　

　　9. 日月食に際して　(伊賀)

　　　　中日新聞(2019年7月10日朝刊)の「中日春秋」に「論語に君子の失敗は日食や月食のようだと説いている一説がある」とありました。　またその昔天皇は、日食・月食の光を浴びてはいけないとされ、御殿はむしろで覆われたそうです。　　　　

　　10. 三州奥郡の七夕図　(伊賀)
　　　　三州奥郡(今の渥美半島一帯と推定されている) の七夕図です。　「七月六日夜」と書いてあります。

　　11. 日本睡眠学会第44回定期学術集会『市民公開講座』聴講　(吉田)

　　　　日本睡眠学会第44回定期学術集会『市民公開講座』～機械時計から体内時計と睡眠を

　　　考える、2019年6月28日（金）名古屋国際会議場センチュリーホール）聴講してきま

　　　した。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　① 和時計（不定時法を実現させた機械時計）成瀬拓郎さん（ナルセ時計株式会社）針は

　　　　一定速で回転しますが、文字盤が月日とともに変化する－日本人がかつて、太陽ととも

　　　　に生活していた都合の良い時計。　0時がなく、24時まで、2時間毎の文字盤です。
　　　　日本人の生活と時に関するお話しでした。
      ② 植物の概日時計タンパク質KaiCによる時計機構について（名大名誉教授 近藤孝男さ

　　　　ん）天体の自転周期と体内時計について少し触れられたことに興味をもちました。　植

　　　　物のタンパク質に時計機構があるという大変興味深いお話しでした。
　　　　

詳しくはOAA名古屋支部（http://zetta.jpn.ph/oaa_nagoya/）でご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：木村達也
